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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
は
都
市
構
造
や
経
済
社

会
を
本
当
に
変
え
て
い
く
の

か
。
こ
の
問
い
に
現
時
点
で
答
え
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
都
市
構
造
の
変
化
が

経
済
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と
し
て
最
も

関
心
が
高
い
も
の
の
一
つ
が
合
計
特
殊

出
生
率
（
以
下
、
出
生
率
）
だ
ろ
う
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

地
方
創
生
で
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が

一
つ
の
目
標
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
に

東
京
の
人
口
を
ゼ
ロ
に
し
て
も
出
生
率

は
ほ
と
ん
ど
上
昇
し
な
い
。
ま
ず
は
、

簡
単
な
試
算
を
示
す
た
め
、
日
本
全
国

を
「
東
京
都
」
と
「
東
京
都
以
外
」
の

２
地
域
に
区
分
す
る
。
出
生
率
は
こ
の

２
地
域
の
女
性
が
生
涯
に
生
む
子
ど
も

の
数
で
決
ま
る
が
、「
日
本
の
将
来
推
計

人
口
（
平
成
29
年
推
計
）」
や
「
平
成

27
年
国
勢
調
査 

東
京
都
区
市
町
村
町

丁
別
報
告
」
に
よ
る
と
、
女
性
人
口

（
20
～
44
歳
）
は
日
本
全
体
で
約
１
７

０
０
万
人
、
東
京
都
は
約
２
３
５
万
人

で
、
東
京
以
外
の
女
性
人
口
は
約
１
４

６
５
万
人
と
な
る
。
２
０
１
９
年
の
東

京
都
の
出
生
率
は
１
・
15
で
あ
り
、
東

京
以
外
の
地
域
の
出
生
率
の
平
均
を
Ｚ

と
す
る
と
、
全
国
平
均
の
出
生
率
は

「
１
・
15
×
２
３
５
÷
１
７
０
０
＋
Ｚ

×
１
４
６
５
÷
１
７
０
０
」（
※
）
と
表

現
で
き
る
。
19
年
の
全
国
平
均
の
出
生

率
は
１
・
36
の
た
め
、
こ
れ
が
※
と
一

致
す
る
条
件
は
Ｚ
＝
１
・
３
９
４
だ
。

　
こ
の
数
値
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
出

生
率
が
地
域
に
依
存
し
て
決
ま
る
場
合
、

東
京
の
人
口
を
ゼ
ロ
に
し
て
も
、
日
本

全
体
の
出
生
率
は
１
・
36
か
ら
１
・
３

９
４
ま
で
し
か
上
昇
し
な
い
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
生
率
の
増

加
幅
は
０
・
０
３
４
し
か
な
い
。

　
む
し
ろ
、
子
育
て
し
や
す
い
都
市
構

造
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
り
、
こ
こ

数
年
、
東
京
都
の
一
部
エ
リ
ア
で
出
生

率
が
上
昇
し
て
い
る
事
実
の
方
が
重
要

か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
厚
生
労
働

省
「
人
口
動
態
保
健
所
・
市
区
町
村
別

統
計
」
に
お
い
て
、
平
成
20
～
24
年
と

比
較
し
、
25
～
27
年
の
出
生
率
が
増
加

し
た
上
位
50
の
区
市
町
村
の
う
ち
，
東

京
都
内
の
区
市
が
五
つ
も
ラ
ン
ク
イ
ン

し
た
。
し
か
も
、
９
位
が
東
京
都
中
央

区
、
19
位
が
東
京
都
千
代
田
区
で
あ
り
、

お
の
お
の
の
出
生
率
は
１
・
39
（
０
・

29
の
上
昇
）、
１
・
28
（
０
・
26
の
上

昇
）
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
創
生
や
出

生
率
の
「
神
話
」
に
関
す
る
再
検
証
が

求
め
ら
れ
る
。
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